
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする
　　医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、
　　円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

長野市民病院広報誌
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1
月
初
旬
の
杭
打
ち
か
ら
本
格
的
に
工
事
が

始
ま
り
、
現
在
は
新
棟
1
階
部
分
（
写
真
手
前

の
建
物
は
健
診
セ
ン
タ
ー
）
と
2
階
の
一
部
ま

で
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
病
棟
は
2
階
と

3
階
に
な
り
ま
す
。
今
年
8
月
と
10
月
に
は
新

病
棟
4
床
室
の
モ
デ
ル
ル
ー
ム
を
公
開
し
、
職

員
及
び
住
民
の
皆
様
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
。
公
開
時
の
感
想
と
し
て
、
廊
下
や
病
室
が

広
く
て
使
い
易
い
、
車
い
す
対
応
の
ト
イ
レ
が

各
病
室
に
付
い
て
い
て
便
利
、
既
存
病
棟
と
比

較
し
て
個
室
が
多
く
な
っ
て
い
る
、
な
ど
の
声

を
頂
き
、
概
ね
好
評
で
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
工
事
が
順
調
に
進
み
ま
す
と
、
来

年
4
月
に
は
、
新
棟
の
1
階
部
分
（
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
、
健
診
セ

ン
タ
ー
、婦
人
科
、呼
吸
器
外
科
、神
経
内
科
、

女
性
専
門
外
来
、
外
来
化
学
治
療
室
な
ど
）
が

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
2
階
、
3
階
の
新
病
棟
は
既
存
病
棟

改
修
時
の
患
者
様
の
一
時
移
転
先
と
し
て
使
い

ま
す
の
で
、
本
格
稼
動
は
平
成
20
年
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

増
改
築
工
事
本
格
化

長
野
市
民
病
院
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　平成19年４月、長野市民病院の健診センタ
ーが新病棟にオープンします。
　これに伴い、人間ドックの定員枠を１日10
名から20名に増員致しますので、ご希望の方
はお申込み下さい。
　人間ドックで病気をいち早く発見し、生活
習慣を見直して、ご自身で健康を管理してい
きましょう。
　長野市民病院の人間ドックがお手伝い致し
ます。

お申込み方法：お電話もしくは当院窓口にて
　　　　　　　承ります。
電話番号：０２６－２９５－１１７１
　　　　　　　　　　　　　（予約受付直通）
受付時間：平日　午後２時～午後５時

　去る10月３日㈫、10月４日㈬の２日間に亘り、現
在建設中の新病棟のモデルルームを公開しました。
　新病棟は個室の割合が多くなりますが、今回はベ
ッド４床の部屋を公開しました。
　新病棟は廊下や病室が広く作ってあるのが特徴で
す。また、「大きな窓を採用し、ベッドの配置など
を工夫してあるため、各ベッドから窓の外が見られ
るようになっている」、「各部屋に車いす対応の広い
トイレが付いている」、など快適性を重視した構造
になっています。

　長野市民病院では1996年６月に泌尿器科診療を開始し、2006年11月初めまでに早期前立腺
がん400例に手術（根治的前立腺全摘）を、また200例にヨウ素125密封小線源による放射線

治療を行いました。早期前立腺がんの治療は従来は手術が中心でありましたが、３年前に日本で小線源療法が
認可されてからは治療選択肢が増え、治療後の“生活の質”がより重視されるようになりました。
　これら２つのいずれを選んでも良いというケースも増えたため、治療法が最終的に患者さんの選択にゆだね
られるという、あたかもレストランでそれぞれの料理の説明をしながら注文をとるような“説明と同意”が外
来診察室では行われています。
　市民病院では3泊4日の入院で小線源療法を行いますが、一過性に排尿状態がやや悪化する他は目立った合併
症はみられず、退院翌日から日常生活に戻ることが可能です。これまでにがんの再発を認めた症例はありません。
　アメリカでは既に約18年の歴史があり、早期前立腺癌の半数にあたる年間８万人が手術を、またほぼ同数が
小線源療法を受けていますので、日本も同様の道をたどると思われます。
　市民病院での手術は2004年度には64例でしたが、朝日新聞および読売新聞の調査では全国で23位でした。ま
た市民病院の前立腺がん手術後退院までは平均8.4日でしたが、先日のサンデー毎日の記事によると全国で最
短でした。また小線源治療は2005年度には99例実施しましたが、これは全国で4番目に多い症例数でした。
　どんな治療も技術と経験を抜きにして優れた結果を生むことはできません。また同時に病気の状態にあった
最良の治療選択肢を提供することも不可欠であり、そのためには複数の診療科と職種を束ねた組織力を発揮す
ることが今後の病院に求められていると感じています。またアメリカで同じ治療を受けるためには5～10倍の
医療費がかかるという現実があり、日本の医療者がよく働いていることを知っていただきたいと思います。

早期前立腺がんの治療６００例

平成19年７月～10月分の人間ドックの 
お申込みを受け付け致します

新病棟モデルルーム公開の様子

長野市民病院泌尿器科統轄科長　岡根谷 利 一
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本
年
4
月
よ
り
当
院
で
は
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
を
発
足
し
ま
し
た
。
が
ん
と
わ

か
っ
た
時
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
苦
痛
に

対
す
る
支
援
活
動
を
実
践
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
9
月
に
は
「
緩
和

ケ
ア
支
援
室
」
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
患
者
様
の

が
ん
に
伴
う
症
状
（
痛
み
・
吐
き
気
・

息
苦
し
さ
・
不
眠
や
不
安
）、
時
に
は

家
族
の
方
の
不
安
や
悩
み
と
い
っ
た
内

容
の
相
談
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
院
の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
は

Ｐ
Ｃ
Ａ
（
患
者
様
自
身
で
痛
み
を
管
理

す
る
治
療
法
）
を
導
入
し
、
手
術
後
の

痛
み
の
緩
和
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
月
平
均
50
～
70
人
の
方
が
手
術
後
Ｐ

Ｃ
Ａ
で
痛
み
の
管
理
を
行
い
、
早
期
離

床
を
実
現
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
結
果
、

手
術
後
に
起
こ
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て

い
る
肺
の
合
併
症
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で
は
、
が
ん
を
も

っ
て
生
活
さ
れ
る
皆
様
に
生
じ
や
す
い

身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
問
題
の
相

談
支
援
を
い
た
し
ま
す
。
気
軽
に
お
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
活
動
状
況

　
　

ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
認
定
看
護
師　

横
川　

史
穂
子

外
部
講
師
を
お
招
き
し
て
、 

　

が
ん
診
療
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た

　

長
野
市
民
病
院
で
は
、
定
期
的
に
が
ん

診
療
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
去
る

十
月
二
十
四
日
に
は
、
埼
玉
医
科
大
学
病

院
か
ら
森
田
公
美
子
認
定
看
護
師
を
お

招
き
し
、「
外
来
が
ん
化
学
療
法
の
看
護
」

に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
が
ん
の
化
学
療
法
は
全
て
入

院
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

外
来
通
院
で
行
う
の
が
基
本
と
な
り
ま
し

た
。

　

外
来
で
が
ん
の
化
学
療
法
を
行
う
に

は
、
患
者
様
ご
本
人
の
理
解
と
積
極
的
な

治
療
参
加
、
ご
家
族
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
重
要
と
な
る
看
護
師
の
役

割
と
し
て
、

一
、
患
者
様
が
安
全
で
安
楽
に
治
療
を
受

け
る
た
め
の
環
境
整
備
（
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
治
療
室
の
確
保
や
室
内
換

気
、
抗
が
ん
剤
の
安
全
管
理
な
ど
）

二
、
抗
が
ん
剤
に
対
す
る
有
害
反
応
へ
の

セ
ル
フ
ケ
ア
を
実
践
す
る
た
め
の
、

患
者
様
・
ご
家
族
へ
の
教
育

三
、
抗
が
ん
剤
に
対
す
る
有
害
反
応
へ
の

対
応

四
、
患
者
様
・
ご
家
族
へ
の
精
神
面
・
社

会
面
へ
の
援
助
（
さ
ま
ざ
ま
な
不
安

や
焦
り
な
ど
に
対
す
る
援
助
）

五
、
治
療
選
択
に
お
け
る
患
者
様
の
意
思

決
定
へ
の
支
援
（
患
者
様
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
理
解
し
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
う
）

　

な
ど
を
、
医
師
と
と
も
に
支
援
す
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

患
者
様
が
安
全
で
安
楽
に
治
療
を
受
け

る
た
め
に
は
、
環
境
整
備
や
精
神
的
な
援

助
な
ど
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

長
野
市
民
病
院
で
は
、
今
後
も
定
期
的

に
勉
強
会
を
行
い
、
が
ん
診
療
に
お
け
る

個
々
の
役
割
や
注
意
点
を
正
し
く
認
識

し
、
実
践
に
役
立
て
て
い
く
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
会
議
の
様
子
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＜お申し込み・お問い合わせ先＞
長野市民病院　地域医療連携室

電話　026（295）1611（直通） FAX026（295）1152
担当／看護師長　五十嵐由江

講座のご案内

　

長
野
市
民
病
院
で
は
、
地
域
の
方
々
と

の
交
流
お
よ
び
保
健
衛
生
の
啓
蒙
活
動
の

一
環
と
し
て
当
院
の
職
員
に
よ
る
出
前
講

座
を
企
画
し
、
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い
と
思

わ
れ
る
内
容
の
講
座
に
つ
い
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
講
師
が
皆
さ
ま
の
元
に
伺
い
ま

す
。※ 

講
座
の
ご
案
内
よ
り
、
ご
希
望
の

　

講
座
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

（
な
る
べ
く
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

電
話 

０
２
６（
２
９
５
）１
６
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
６（
２
９
５
）１
１
５
２

担
当
／
看
護
師
長
　

五
十
嵐
由
江

長
野
市
民
病
院

出
前
講
座

出
前
講
座

出
前
講
座

出
前
講
座
の
お
申
し
込
み
方
法

出
前
講
座
の
開
催

出
前
講
座
の
計
画

＊ 

担
当
講
師
と
日
時
を
調
整
し
、
代

表
者
へ
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

＊ 

開
催
日
の
前
日
に
確
認
の
電
話
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
。

ご
　

連
　

絡

※ 

ご
希
望
の
日
時
、
講
座
名
、
開
催

場
所
、
参
加
人
数
、
グ
ル
ー
プ
の
代

表
者
名
を
下
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
希
望
さ
れ
る
日
の
３
ヶ
月
前

ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

お
申
し
込
み

〈
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〉
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職
場
紹
介

知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識
知っておきたい
医療の知識

No.21　

手
術
中
に
輸
血
を
す
る
か
ど
う
か
の
判

断
は
、麻
酔
と
と
も
に
全
身
状
態
の
管
理

を
担
当
し
て
い
る
麻
酔
科
医
が
行
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
で
は
、ど
れ
く
ら
い
の
出
血
が

あ
っ
た
ら
輸
血
を
行
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　

20
年
以
上
前
に
私
が
医
師
に
な
っ
た
頃

に
は
、
循
環
血
液
量
の
10
％
の
出
血
が
あ

っ
た
ら
輸
血
を
行
う
と
い
う
の
が
常
識
的

な
考
え
で

し
た
。
成

人
の
場
合

は
体
重
1

㎏
あ
た
り

70
㎖
の
血
液
が
あ
り
ま
す
。
体
重
50
㎏
の

方
で
は
3500
㎖
の
血
液
が
あ
り
、
そ
の
10
％

つ
ま
り
350
㎖
の
出
血
が
あ
れ
ば
、
輸
血
を

考
慮
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
実
際
、
こ
の

程
度
の
出
血
は
多
く
の
手
術
で
起
こ
り
う

る
量
な
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
輸
血
に
伴
う
副
作
用
、
特
に

肝
炎
な
ど
の
感
染
症
の
発
生
が
問
題
と
な

り
、
可
能
な
限
り
輸
血
を
行
わ
な
い
と
い

う
考
え
が
支
配
的
に
な
り
ま
し
た
。
酸
素

を
運
搬
す
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
濃
度
が
7

～
8g
／
㎗
程
度（
正
常
値
は
12g
／
㎗
以
上
）

に
低
下
す
る
ま
で
は
、
体
内
へ
の
酸
素
の

供
給
が
保
た
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

麻
酔
科
統
轄
科
長
　

成
　

田
　

昌
　

広

「
手
術
時
の
輸
血
」

「
手
術
時
の
輸
血
」

「
手
術
時
の
輸
血
」 て

き
た
こ
と
も
、
そ
れ
を
支
持
す
る
基

盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
循
環
血
液
量
の
2
割
以
上

の
出
血
、
ま
た
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度 

8g
／
㎗
未
満
に
な
る
ま
で
輸
血
を
行
わ

な
い
の
が
原
則
で
す
。
こ
れ
が
可
能
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
周
術
期
の
全
身
状

態
の
管
理
が
大
き
く
進
歩
し
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
た
だ
、
術
前
か
ら
貧

血
が
あ
る
場
合
、
虚
血
性
心
疾
患
や
脳

循
環
障
害
が
あ
る
場
合
は
、
血
液
量
の

2
割
以
上
の
出
血
に
達
し
な
く
て
も
輸

血
を
開
始
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
供
給
さ
れ
る
血
液
製
剤
は
以
前

よ
り
安
全
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

問
題
点
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
最
近
は
、
他

人
の
血
液

を
輸
血
す

る
の
を
避

け
る
目
的

で
自
己
血

輸
血
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
以
上
の

出
血
が
予
想
さ
れ
る
手
術
の
際
に
、
自

分
の
血
液
を
前
も
っ
て
採
取
・
保
存
し

て
お
い
て
、
出
血
が
多
く
な
っ
た
ら
体

内
に
戻
す
方
法
で
す
。
主
な
方
法
と
し

て
、
入
院
前
に
採
血
し
て
お
く
貯
血
法

と
、
手
術
室
で
全
身
麻
酔
導
入
後
に
採

血
す
る
希
釈
法
が
あ
り
ま
す
。
両
者
と

も
当
院
で
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大
量

の
採
血
は
体
に
一
定
の
負
担
を
強
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
貧
血
な
ど
全

身
状
態
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
医
療
連
携
室

　

地
域
医
療
連
携
室
の
分
室
で
あ
る
、
紹

介
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
今
年
の
６
月

中
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、
既
に
４
ヶ
月
が

経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

紹
介
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
か

か
り
つ
け
医
選
び
を
は
じ
め
と
す
る
近
所

の
医
療
機
関
の
ご
紹
介
・
他
の
医
療
機
関

に
か
か
り
た
い
と
い
う
場
合
の
ご
相
談
・

当
院
か
ら
大
学
病
院
等
に
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
き
の
予
約
手
続
き
等
と
い
っ

た
医
療
情
報
の
提
供
支
援
、
紹
介
状
を
お

持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
当
院
の
受
診
予

約
な
ど
の
業
務
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
医
療
を
取
り

巻
く
状
況
は
厳
し
く
、

全
て
の
疾
患
を
１
つ
の

病
院
で
診
る
こ
と
が
大

変
難
し
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
当

院
で
も
医
療
機
関
同
士

の
連
携
を
重
要
視
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

い
ろ
い
ろ
な
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
、

患
者
様
に
と
っ
て
手
間

が
か
か
り
負
担
も
増
え

る
こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
ス
ム
ー
ズ
に

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
い
た
だ
け
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
は
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
を
目
指
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ
ー

は
、
が
ん
患
者
様
の
相
談
窓
口
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
ず
、
こ
ち
ら
で
お
話
を
お

聞
き
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
看
護
師
な
ど
専

門
職
の
職
員
と
相
談
し
な
が
ら
、患
者
様
、

ご
家
族
の
ご
要
望
に
で
き
る
限
り
お
応
え

で
き
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
総
合
受
付
脇
に
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

紹介センター支援依頼件数

（単位：件）
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　 中 村 医 院 　 院長　中村　潔　医師
（長野市大字若槻東条547-11）

登登登

録録録

医

紹

介

医

紹

介

医

紹

介

み
な
さ
ま
の声

み
な
さ
ま
の声

み
な
さ
ま
の声

No. 8

　

登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
十
五
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト

し
て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆

紹
介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　院長の中村先生は新潟県津南町のご出身であり、
新潟大学医学部をご卒業後、現富山大学外科へ入局。
医局時代に山形県、大阪府等の病院に10年程勤務さ
れ、その後長野胃腸病院に５年間勤務した後、平成
８年５月に現在地に開業されました。
　先生の専門は、消化器であり、開院当初よりＣＴ、
内視鏡など先端の医療機器も備え診療されており、
昨年６月には新しいＣＴを導入するなど、現在では
内視鏡検査年2,200件程、ＣＴ検査年600件程の検査
を実施されているため、大変お忙しい先生です。
　また、先生のお人柄もあり地域住民の信頼も厚い
ため、病院周辺にお住まいのお年寄りなどには内科
全般の診療も行っているそうです。
　医師になって良かったことは、検査等で早期に患
者さまの病気を発見できた時など患者さまのために
なれた時が一番嬉しいと話しておられました。
　先生の趣味はゴルフと釣りで、ゴルフでは当院の
医師とも交流があり、北信医師ゴルフコンペで一緒
にプレーすることがあるそうです。また、釣りも直江津方面を中心に時々行か
れるそうです。
　病院の特徴として、非常に検査機器等の充実が図られているため、患者さま
にとって診療体制が整っているという印象を受けました。そして何より先生の
温かいお人柄と医療に対する熱心さが感じられました。

患
者
が
自
由
に
使
え
る
製
氷
機
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

	

（
男
性
・
外
来
患
者
）

▪
回
答

　

お
使
い
に
な
る
用
途
に
も
よ
り
ま
す

が
、
飲
食
に
関
わ
る
場
合
は
、
設
置
場
所

や
費
用
の
問
題
等
に
よ
り
設
定
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
飲

食
以
外
に
必
要
な
場
合
は
、
ス
タ
ッ
フ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
申
出
下
さ
い
。

ト
ー
ス
ト
が
食
べ
た
い
の
で
、
ラ
ウ

ン
ジ
に
ト
ー
ス
タ
ー
を
１
台
置
い

て
く
だ
さ
い
。	

（
女
性
・
入
院
患
者
）

▪
回
答

　

病
棟
ラ
ウ
ン
ジ
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。
場
所
は
ラ
ウ
ン
ジ
に
入
っ
て
す
ぐ
右

の
自
動
販
売
機
横
で
、
電
子
レ
ン
ジ
の
上

に
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。市

民
病
院
の
予
約
時
間
、
予
定
時
間

は
全
く
あ
て
に
な
ら
な
い
。
手
術

の
一
時
間
遅
れ
で
始
ま
り
全
て
三
〇
分
以

上
待
た
さ
れ
る
。何
の
た
め
の
予
約
時
間
、

予
定
時
間
な
ん
だ
。
時
間
の
遅
れ
に
対
し

て
麻
痺
し
て
い
る
ん
で
す
か
。

	

（
男
性
・
入
院
患
者
）

▪
回
答

　

お
待
た
せ
し
て
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
。
手
術
予
定
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、

変
動
す
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
案
内
し

て
お
り
ま
す
と
お
り
、
状
況
に
よ
っ
て
当

初
の
予
定
以
上
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

う
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
の
程
度
お
待

た
せ
す
る
の
か
見
通
し
が
つ
く
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

他
の
事
は
大
変
満
足
で
す
が
、
車
椅

子
の
た
め
ど
う
し
て
も
許
せ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者
用
駐
車
ス

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院
以
来
、
外
来
・

入
院
の
患
者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の
皆

さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意
見
ご
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を
集
約
し
て
職

員
に
回
覧
。で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改
善
、

検
討
を
加
え
て
お
り
ま
す
。
最
近
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選
ん
で

紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も
叱
咤
激
励
を

お
願
い
し
ま
す
。
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ペ
ー
ス
の
利
用
状
況
が
ひ
ど
す
ぎ
る
。
障

害
の
無
い
人
が
目
の
前
を
ス
タ
ス
タ
歩
い

て
平
気
で
障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

使
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
二
度
と
こ
の
病

院
を
使
う
も
ん
か
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
係

の
人
間
を
置
く
と
か
し
な
い
の
で
す
か
。

	

（
男
性
・
外
来
患
者
）

▪
回
答

　

駐
車
場
を
よ
り
円
滑
に
ご
利
用
い
た
だ

く
た
め
、
八
月
下
旬
か
ら
毎
週
月
曜
日
と

火
曜
日
、
ま
た
連
休
明
け
で
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
日
の
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
十
二

時
ま
で
、
駐
車
場
の
整
理
係
員
を
配
置
し

て
お
り
ま
す
。
障
害
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
利
用
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
中
で
あ

る
程
度
目
配
り
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。
併
せ
て
市

民
病
院
に
お
越
し
に
な
る
患
者
様
に
対
し

て
も
、
認
識
や
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

同
室
の
患
者
さ
ん
で
、
ラ
ジ
オ
や
テ

レ
ビ
を
使
用
す
る
際
、
イ
ヤ
ホ
ン

を
使
わ
な
い
人
が
い
て
迷
惑
で
し
た
。
患

者
同
士
で
は
言
い
に
く
い
の
で
、
我
慢
を

重
ね
て
い
ま
し
た
が
、
病
院
サ
イ
ド
で
は

見
て
見
ぬ
振
り
を
せ
ず
、
や
ん
わ
り
上
手

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
も
然
り
で

す
。
ラ
ウ
ン
ジ
ま
で
来
て
い
て
指
定
場
所

以
外
で
通
話
し
て
い
る
人
を
時
々
見
か
け

ま
す
。	
（
男
性
・
入
院
患
者
）

▪
回
答

　

不
快
な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。
良
い
環
境
で
過
ご
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
の
で
、

ス
タ
ッ
フ
も
よ
く
目
を
配
っ
て
対
応
い
た

し
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
柔
ら
か
さ

は
い
い
の
で
す
が
、
点
滴
の
ま
ま

の
手
で
は
ち
ょ
っ
と
切
り
難
い
で
す
。
ミ

シ
ン
目
の
あ
る
も
の
な
ら
い
い
で
す
ね
。

手
洗
い
の
ゴ
ミ
箱
が
す
ぐ
一
杯
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
な
る
べ
く
小
さ
く
し
て
捨

て
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
で
き
る
人
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
掃
除
の
人
任
せ
で

は
な
く
、
ま
め
に
処
理
す
と
か
、
大
き
な

箱
に
す
る
と
か
し
て
く
だ
さ
い
。

	

（
女
性
・
入
院
患
者
）

▪
回
答

　

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ミ

シ
ン
目
入
り
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
、
現
在
の
も
の
に
比
べ
高
め
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ミ
シ
ン
目
入
り
か
、
紙

の
質
か
の
い
ず
れ
か
の
選
択
を
考
え
た
結

果
、
現
在
の
ソ
フ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
選
択
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。ゴ
ミ
の
回
収
に
つ
い
て
は
、

現
在
よ
り
も
こ
ま
め
に
見
回
る
よ
う
に
い

た
し
ま
す
。

　

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
は
フ
ラ
ン
ス
語

で
「
案
内
人
」「
管
理
人
」
と
い
う
意

味
の
言
葉
で
す
が
、
長
野
市
民
病
院
で

は
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
チ
ー
ム
が
正
面

玄
関
か
ら
各
科
外
来
の
待
合
ま
で
を
巡

回
し
、
お
困
り
の
方
や
具
合
の
悪
そ
う

な
患
者
様
を
早
期
に
見
つ
け
て
声
を
か

け
て
お
り
ま
す
。

　

当
院
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
正
面
玄
関

の
総
合
受
付
で
、
看
護
師
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
が
案
内
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め

細
か
い
対
応
が
必
要
と
考
え
、
今
年
の

9
月
か
ら
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
チ
ー
ム
が

患
者
様
の
案
内
や
介
助
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

受
付
や
場
所
の
ご
案
内
、
自
動
受
付

器
の
操
作
説
明
、
長
時
間
待
っ
て
い
る

患
者
様
へ
の
理
由
の
説
明
や
、
車
い
す

の
患
者
様
の
介
助
、
急
に
具
合
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
患
者
様
の
介
助
な

ど
、臨
機
応
変
に
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
様
の
視
線
で
物
事
を
見

る
こ
と
に
よ
り
、
不
親
切
な
案
内
表
示

な
ど
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
こ
と

に
気
付
く
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
を
改

善
に
つ
な
げ
て
お
り
ま
す
。

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
チ
ー
ム
が 

　
　
　
　
　
　
　
　

活
躍
中
で
す

　

平
日
は
毎
日
、
午
前
8
時
30
分
か
ら
午

前
11
時
30
分
ま
で
の
外
来
受
付
時
間
内

に
、
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
や
医
事
課
職
員
ら

常
時
2
名
が
専
用
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
（
左

の
写
真
）
を
着
用
し
、
胸
と
腕
に
コ
ン
シ

ェ
ル
ジ
ュ
チ
ー
ム
の
名
札
を
付
け
て
院
内

を
巡
回
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
困
り
の

際
は
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
声
を
お
か
け
下
さ

い
。
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長野市民病院へのお問い合わせ
〒381̶8551　長野市富竹1333̶1
TEL　026－295－1199　　FAX　026－295－1148
ホームページ　　http://www.hospital.nagano.nagano.jp/
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長　

大
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・
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科
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池
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か
ら
）

外来診療担当表は、11月15日現在で作成されております。担当医師が
変更となっている場合もございますので、お問合せ下さい。


